
「シニアドさいたま」会員交流会報告 

 

１０月２７日会員交流会を開催しました。今回の交流会は、「シニアドさいたま」の前会長の山家 

澂さんがご病気のため、主宰していた「NPO法人シニアアロン川越（ICCH）」の解散に伴い、

ICCHで「シニア情報生活アドバイザー」資格を取得した会員の方々との合同会員交流会でした。 

交流会の内容は、次の通りです。 

（１）NPO法人シニアサロン川越の解散経過報告    ICCH元代表代行 大舘 繁氏 

   ・2月 24日 臨時運営会議開催 山家氏の意向を踏まえ解散する方針となる。 

   ・5月 12日 解散総会開催 ICCH解散を決議する。 

    清算人の選任 大舘 繁氏・中條 豁氏が選任される。 

   ・6月 21日 官報に「解散公告」掲載 

   ・9月 6日 登記証明書を添付して「清算結了届出書」件に提出  解散完了 

（２）NPO法人シニアサロン川越で「シニア情報生活アドバイザー」資格を取得した会員の 

方々の「自立化支援ネットワーク（IDN）」の受け入れた体制について。 

  IDN理事長 生部圭助 氏 

   ・ICCHの運営委員、ニューメディア開発協会、IDNとの協議の結果、資格所得者の活動

拠点及び更新講座等を IDNが引き受けることとなった経過の説明があった。 

   ・IDNの受け入れ体制は、IDNで資格所得した方と同等の対応で受け入れする。 

（３）講 演 会   IDN理事長 生部圭助 氏 

    （1）IDNの概要 

    （2）IDNのタブレットやスマホへの対応 

    （3）ニューメディア開発協会のアドバイザー支援、タブレットやスマホの対応力向上 

    プロジェクタを使用し、約 1時間半の有意義な講演だった。 

   

  終了後、大宮駅前の居酒屋で会員交流懇親会を実施した。 

以 上 
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